
学校番号 １０３ 

 

令和３年度 情報科 

 

教科 情報 科目 社会と情報 単位数 １単位 年次 １年次 

使用教科書 「社会と情報」 （東京書籍） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・実践的・体験的な学習を通して、コンピュータやネットワークについて学び、日常使っている

機械（コンピュータ）に対して、理解を深め、良い使い方は何かを考えましょう。 

・コンピュータやネットワークを利用したコミュニケーションについて、ワークショップや演習

等を通して考え、多様な考え方を学び、自分の考えを持ちましょう。 

２ 学習の到達目標 

・日常のさまざまな問題を解決するために、コンピュータを活用して情報の収集や整理を行うこ

とができる。 

・情報化が社会に及ぼす影響、情報を受信・発信するときの責任を理解した上で、ネットワーク

を利用したコミュニケーションを含め、情報社会に積極的に参加する。 

・コンピュータの仕組みやネットワークの仕組みを理解し、それらを適切に活用できる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・情報を多角的・多面
的に吟味し、その価
値を見極めていこ

うとする態度 
・情報モラルや情報に

対する責任につい
て考え行動しよう
とする態度 

・さまざまな事象を
情報とその結び
付きの視点から

捉える力 
・複数の情報を結び

付けて新たな意
味を見いだす力 

・情報と情報技術
を活用するた
めの基礎・基本

的な技能を身
に付け、目的に
応じて、情報お
よび情報技術
を適切に扱っ
ている。 

・情報社会の進展とそ
れが社会に果たす役
割と及ぼす影響、お

よび、情報に関する
法・制度やマナーの
意義と情報社会にお
いて個人が果たす役
割や責任についての
理解 

評
価
方
法 

学習状況の観察 
ワークシートの記述 

小テスト 
実習作品 
レポート、発表 
相互評価・自己評価 
等 

学習状況の観察 
ワークシートの記

述  
小テスト 
レポート、発表 
定期考査の結果 
自己評価・相互評価 
等 

学習状況の観察 
課題作品 

発表 
小テスト 
実技テストの結
果 
等 

学習状況の観察 
ワークシートの記述 

小テスト 
等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 
 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

=
学
期 

情
報
@
活
用
す
D 

〇わたしを取り巻く情報 

 

〇アナログからディジタ

ルへ 

・情報のディジタル表現 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

a:コンピュータの仕組みに興味をも

ち、学習に積極的に取り組もうと

している。 

b:情報をディジタル化することの利

点や問題点について考えることが

できる。 

c:情報機器を用いて情報をディジタ

ル化することができる。また、デ

ィジタル化した情報を編集し、発

信することができる。 

d:コンピュータ内部での情報の表し

方や処理の仕組みを理解してい

る。ディジタル化の利点について

理解している。 

実習課題 

授業観察 

ワークシート 

小テスト 

j
学
期 

k
l
m
n
o
p
@
探
索
す
D 

○インターネットの利用 

・インターネットの仕組

み 

・WWW と電子メール 

・情報の検索 

・情報収集の注意点 

○ネットワークとコミュニ

ケーション 

・メディアの発達 

・誰でも表現者の時代 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

a:インターネットの仕組みについて

関心をもち、学習に積極的に取り

組もうとしている。 

b:インターネットの利点、問題点に

ついて、目的に応じて、適切な利

用方法を選択することができる。 

c:問題解決のための、さまざまな情

報収集法を使うことができ、目的

に応じて適切な方法を活用でき

る。 

d:基本的なインターネット、電子メ

ールの仕組みを理解している。 

実習作品 

ワークシート 

授業観察 

小テスト 

�
学
期 

k
l
m
n
o
p
@
探
索
す
D 

○ネットワークとコミュニ

ケーション 

 

・コミュニケーションの特

徴 

・情報発信と注意点 

 

〇情報技術を活用した

作品制作 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

a:情報社会において、情報の発信者

および受信者として、情報モラル

や法を踏まえて、適切に行動をし

ようとしている。 

b:情報技術、法や制度および人間と

の関係に基づいて情報社会の安全

や発展について考えることができ

る。 

c:情報モラルを踏まえて、情報技術

を活用することができる。 

d:情報化が人間に及ぼす影響につい

て理解する。よりよい情報社会を

構築するための考え方や工夫につ

いて理解する。 

授業観察 

ワークシート 

定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を

付けている。 


